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会場での鎌形さん 

行  事 開 催 日 
地域班長会議 ５月１９日（月） 

市報等配布 
就業者研修会 

５月２０日（火）・５月２７日（火）  
保谷庁舎４階 

理事会 
第２回 ５月２８日（水） 
第３回 ６月２７日（金） 

入会説明会 

５月１６日（金）・面接  ５月２１日（水） 
          研修会 ６月４日（水） 
６月１６日（月）・面接  ６月２０日（金） 
          研修会 ７月４日（金） 

就業相談会 ５月２６日（月）・６月３０日（月） 

ごみゼロ運動 ５月３１日（土） 

第4回定時総会 ６月１８日（水） 保谷こもれびホール 

安全就業強化月間 7月 1日（火）～31日（木） 

布ぞうり講習会 7月 2日（水）・9 日（水） エコプラザ 

踏切見守り 
ボランティア 

７月１４日（月）～１８日（金） 

 

我
が
国
の
経
済
は
、
デ
フ
レ
か

ら
の
脱
却
に
一
段
と
近
づ
い
た
と

い
え
る
状
況
か
と
思
い
ま
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
の
平
成
26
年
度
に

お
け
る
最
重
要
課
題
は
、「
組
織
活

性
化
」
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
で

き
る
だ
け
具
体
的
な
活
性
化
方
策

を
予
算
の
裏
付
け
と
と
も
に
打
ち

出
し
、
確
実
に
実
行
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
新
し
い
中
・
長
期
計
画

の
作
成
年
度
に
あ
た
り
ま
す
の

で
、
身
の
丈
に
合
っ
た
実
現
可
能

な
目
標
・
課
題
を
設
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
す
べ
て
の
会
員
に
解
り

や
す
い
計
画
を
作
る
予
定
で
す
。 

予
算
に
つ
き
ま
し
て
も
、
大
幅

な
改
善
策
を
図
り
ま
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
の
事
務
比
率
は
都

内
の
他
の
セ
ン
タ
ー
と
比
較
す
る

と
明
ら
か
に
低
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
改
善
は
急
務

で
す
。 

今
年
度
か
ら
の
消
費
税
の
ア
ッ

プ
に
合
わ
せ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の

事
務
比
率
を
約
１
％
程
度
引
き
上

げ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
同

様
に
会
員
の
配
分
金
に
つ
き
ま
し

26
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
務
理
事
・
事
務
局
長 

下
田 

雅
男 

て
も
、
原
則
と
し
て
若
干
上
が
る
よ

う
に
配
慮
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
以
上
の
趣
旨

を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、

積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

地域合同パトロールに参加 

ゴールデンウィーク中の４月29日午前10時か

ら、市主催の地域合同パトロールの出発式が、あ

らやしき公園で丸山浩一西東京市長をはじめ、

市、田無警察署、防犯協会、防犯活動団体の関係

者多数が参加して開催されました。 

この運動の目的は、地域住民の防犯意識の高揚

働きかけ、振り込め詐欺・空き巣の被害防止、子

供を犯罪から守る見守り等です。 

当センターは、防犯活動団体として式終了後、

澤田会長以下 54 名でハナミズキや新緑が美しい

かえで通り、天神山、文理台公園の街並みをパト

ロールしました。 

 

環
境
美
化
運
動
に
ご
協
力
を
！ 

 

５
月
31
日
（
土
）
に
、
市
ご
み
減

量
課
が
主
催
す
る
統
一
美
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
ご
み
ゼ
ロ
運
動
）
を
実
施

し
ま
す
。 

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
各
地

域
班
長
さ
ん
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。 

参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
お
茶
代
を

事
務
局
よ
り
お
振
込
み
い
た
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

（
事
務
局
） 

 

   第4回 定時総会のお知らせ 
月 日 平成 26年 6月 18日（水） 

開 場 13時 30分  開 会 14時 

場 所 保谷こもれびホール 

※自動車でのお越しはご遠慮ください。 

※欠席される場合は、委任状または議決権行使書 

 を 6月 13日（金）正午までに班長へ、または 

16日（月）までに事務局へご提出ください。 

 

 

 

行事予定表（平成26年 5月～7月） 
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本
紙
は
今
回
か
ら
、
奇
数
月
の
発
行
に
な

り
ま
す
。
従
っ
て
理
事
会
報
告
は
原
則
２
ヵ

月
分
を
ま
と
め
て
掲
載
し
ま
す
。 

一
、
今
年
の
定
時
総
会
を
６
月
18
日
（
水
）

午
後
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
主
な
議
題
は
昨
年
度
の
事
業
報
告

と
決
算
（
案
）
を
承
認
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
す
。 

二
、
平
成
25
年
度
決
算
の
概
要
は
、
経
常

収
益
５
億
６
７
３
４
万
円
、
経
常
費
用

は
５
億
６
８
１
０
万
円
、
経
常
増
減
額

△
76
万
円
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
５
月

14
日
に
大
河
原
、
白
瀬
両
監
事
の
厳
正

な
監
査
を
受
け
、
定
時
総
会
の
議
案
と

し
て
提
出
さ
れ
ま
す
。 

三
、
定
款
の
規
定
に
基
づ
き
代
表
理
事
（
澤

田
会
長
）、
業
務
執
行
理
事
（
下
田
常

務
理
事
）
か
ら
職
務
執
行
状
況
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。 

四
、
今
年
度
第
１
回
地
域
班
長
会
議
の

開
催
を
５
月
19
日
（
月
）
に
決
め
ま

し
た
。
地
域
班
か
ら
の
意
見
等
を
集

約
し
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し
ま
す
。 

五
、
市
報
等
配
布
就
業
者
の
研
修
会
を

５
月
20
日
（
火
）・
27
日
（
火
）
に

分
け
て
行
い
ま
す
。
ど
ち
ら
に
も
出

ら
れ
な
い
会
員
に
つ
い
て
は
別
の
機

会
を
検
討
し
ま
す
。（
別
掲
） 

六
、
今
春
の
就
業
制
限
に
伴
う
交
代
に

つ
い
て
、
総
括
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

就
業
斡
旋
の
よ
り
合
理
的
な
シ
ス
テ

ム
の
検
討
、
公
募
に
応
じ
な
い
未
就

就
業
制
限
に
伴
う 

交
代
要
員
に
88
名
決
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
成
26
年
度
の
就
業
期
間
及
び
就
業

年
齢
制
限
に
伴
う
交
代
要
員
に
つ
い
て
、

16
職
種
82
名
を
公
募
。
こ
れ
に
対
し
150

名
の
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
１
月

27
日
（
月
）・
29
日
（
水
）・
30
日
（
木
）

の
３
日
間
に
わ
た
り
個
人
面
接
を
実
施

し
た
。
こ
の
結
果
と
こ
れ
ま
で
の
就
業
実

績
、
委
員
会
部
会
活
動
、
更
に
地
域
班
並

び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
踏
ま
え
、

２
月
10
日
（
月
）
三
役
、
事
業
推
進
部

会
、
事
務
局
の
三
者
に
よ
る
慎
重
か
つ
厳

正
な
る
選
考
会
議
の
結
果
、
欠
員
の
補
充

も
含
め

88

名
の
交
代
要
員
が
決
定
し

た
。 

 

な
お
、
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
２
月

28
日
（
金
）
ま
で
に
、
応
募
し
た
会
員

全
員
に
事
務
局
よ
り
文
書
に
て
連
絡
し

た
。
今
回
決
定
し
た
交
代
要
員
に
つ
い

て
、
３
月
27
日
（
木
）
に
学
校
関
係
、

自
転
車
関
連
を
中
心
に
研
修
部
会
に
よ

る
「
新
就
業
会
員
研
修
会
」
を
実
施
す
る

と
共
に
、
３
月
末
ま
で
に
関
係
先
へ
の
挨

拶
お
よ
び
引
継
ぎ
実
習
等
を
経
て
４
月

１
日
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
配
属
先
で
就
業

を
開
始
し
た
。 

（
事
業
推
進
部
会
） 

新
年
度
入
り 

 
 
 
 
 
 
 

充
実
し
た
活
動
に
向
け
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４
月
か
ら
就
業
適
正
化
に
よ
る
交
代
で
88
名
の
会
員
が
新
し
い
職
種
に
就
き
ま
し

た
。
ま
た
安
全
管
理
委
員
会
で
は
任
期
が
一
年
の
た
め
、
関
係
の
メ
ン
バ
ー
が
改
選
さ

れ
ま
し
た
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
田
無
駅
踏
切
見
守
り
、
地
域
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
、
環
境
美

化
（
ご
み
ゼ
ロ
）
運
動
な
ど
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
地
域
班
長
会
議
を
４
回
計
画
、
う
ち
１
回
は
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
開
催
す

る
な
ど
、
班
の
活
性
化
に
繋
げ
て
行
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

小
倉
典
子
氏
が
転
居
の
た
め
、
３
月
31
日
付
で
理
事
を
辞
任
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局

体
制
で
は
４
月
１
日
付
で
山
田
聖
一
郎
氏
が
次
長
に
、
林
田
佐
由
理
氏
が
主
任
に
昇
進

し
ま
し
た
。 

業
者
の
意
向
な
ど
の
、
問
題
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。（
下
欄
参
照
） 

七
、
安
全
対
策
基
本
計
画
を
改
正
し
ま
し

た
。
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」
理
念

を
明
記
し
、
内
容
を
整
理
し
た
も
の
で

す
。 

八
、
春
の
地
域
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
が
４
月
29

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。（
別
掲
） 

九
、
田
無
駅
踏
切
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

第
１
回
（
３
月
）
、
第
２
回
（
４
月
）
が

行
わ
れ
、
自
転
車
関
係
就
業
者
を
中
心
に

延
べ
72
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
今

年
中
に
第
６
回
（
12
月
）
ま
で
行
わ
れ
ま

す
が
、
第
３
回
（
７
月
）
以
降
は
一
般
会

員
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
実
施
し
よ
う
と
、

班
長
を
通
じ
て
呼
び
か
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。 

十
、
第
１
回
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
５
月
22

日
・
26
日
、
学
童
交
通
擁
護
、
タ
バ
コ
ポ

イ
捨
て
関
係
を
実
施
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

広
報
部
会) 

 
 

 
 

 

平
成
26
年
３
月
・
４
月 

定
例
理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 

開
催 

３
月
26
日 

４
月
25
日 

 

 
 
 

５
月
26
日
（
月
） 

 
 
 

６
月
30
日
（
月
） 

セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催 

 
 
 
 

 

※

予

約

制  

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
セ
ン
タ
ー 

 

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。 

就 業 相 談 会 

13
時
半
か
ら 

【
安
全
標
語
】 

つ
ま
ず
く
な 

小
さ
な
段
差 

慣
れ
た
道 

（
藤
倉 

厚
生
） 
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京
都
忘
れ
物
紀
行 

３
月
の
初
め
、
京
都
修
学
院
離
宮
を
見
学

し
て
き
ま
し
た
。
朝
早
く
、京
都
駅
か
ら
40
分

程
バ
ス
に
揺
ら
れ
、
３
ケ
月
前
に
申
し
込
ん

で
や
っ
と
見
学
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
喜
び

に
う
き
う
き
し
て
い
ま
し
た
。 

バ
ス
を
降
り
て
、
雪
の
チ
ラ
チ
ラ
降
る
坂

道
を
上
が
っ
て
離
宮
に
着
い
た
そ
の
時
、

「
え
？
」「
あ
れ
？
」
と
夫
よ
り
預
か
っ
た
袋

が
あ
り
ま
せ
ん
。
持
っ
て
い
な
い
の
に
や
っ

と
気
づ
き
、「
え
？
」「
ど
こ
で
？
」
と
頭
の

中
は
ぐ
る
ぐ
る
と
今
来
た
道
、
立
ち
寄
っ 

た
所
を
思
い
出
そ
う
と
必
死
。
袋
の
中
に
は

夫
が
今
日
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ク
ス
リ

が
入
っ
て
い
ま
す
。
何
か
差
し
障
り
が
あ
っ

た
ら
と
思
う
だ
け
で
体
が
震
え
ま
す
。 

案
内
が
始
ま
り
ま
し
た
。
美
し
い
庭
園
、

ひ
な
び
た
建
物
、
比
叡
の
山
々
、
目
で
は
見

て
い
て
も
心
の
中
は
困
っ
た
、
も
し
無
か
っ

                            

                            

                  

                  

声 

（ 

こ 

え 

） 
  
 

青
空
と
空
気 

 

高
村
光
太
郎
の
「
智
恵
子
抄
」
に
次
の

一
節
が
あ
る
。 

 

「
智
恵
子
は
東
京
に
空
が
無
い
と
い

ふ
、
ほ
ん
と
の
空
が
見
た
い
と
い
ふ
。
‥

（
中
略
）
‥ 

智
恵
子
は
遠
く
を
見
な
が

ら
言
ふ
、
阿
多
多
羅
山
の
山
の
上
に
毎
日

出
て
ゐ
る
青
い
空
が
、
智
恵
子
の
ほ
ん
と

の
空
だ
と
い
ふ
」（
原
文
の
ま
ま

） 

 

中
学
生
に
な
る
時
、
親
友
が
北
海
道
に

引
っ
越
し
て
し
ま
っ
た
。
高
校
生
の
時
に

そ
の
彼
女
か
ら
手
紙
が
き
た
。
「
札
幌
は

空
も
空
気
も
き
れ
い
で
、
水
も
お
米
も
お

い
し
い
。
だ
か
ら
も
う
東
京
に
は
戻
ら
な

い
」
と
。 

 

東
京
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
そ
の
頃

は
都
会
の
空
の
色
な
ど
気
に
も
留
め
て

い
な
か
っ
た
。 

の
ち
に
、
大
学
の
合
宿
で
志
賀
高
原
に

い
っ
た
時
、
日
中
の
澄
み
切
っ
た
青
空
、

ま
た
、
真
っ
暗
闇
の
夜
空
を
眺
め
た
時
、

大
小
無
数
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
夥
し
い

星
の
数
に
圧
倒
さ
れ
た
時
の
感
動
は
、
今

で
も
心
に
強
く
残
っ
て
い
る
。 

社
会
人
に
な
り
教
職
に
就
い
た
時
、
韓

国
の
学
生
が
「
東
京
の
空
は
き
れ
い
で
す

ね
。
ソ
ウ
ル
の
空
と
空
気
は
鉛
色
で
す
。
」

と
言
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
私
は
10
年
位

前
の
東
京
も
そ
う
だ
っ
た
事
を
学
生
達

に
話
し
た
。 

東
京
で
は
こ
こ
３
～
４
年
は
、
夏
に
な

る
と
熱
中
症
と
い
う
言
葉
が
毎
日
飛
び

交
う
が
、
一
昔
前
は
東
京
も
Ｃ
Ｏ
２
や
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
排
出
等
で
大
気
汚
染
が

酷
か
っ
た
。
そ
し
て
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注

意
報
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
な
い
日
は

無
い
位
だ
っ
た
。
今
は
テ
レ
ビ
で
見
る
限

り
、
中
国
の
大
気
汚
染
（
PM

2.5
）
が
か

な
り
酷
い
。
日
本
に
迄
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。 

日
本
は
こ
れ
か
ら
先
、
子
孫
に
借
金
ば

か
り
残
さ
な
い
で
、
き
れ
い
な
青
空
と
空

気
と
水
を
残
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。 

 

（
ひ
ば
り
が
丘 

齋
藤 

武
子
） 

 

 遠くで子供たちの叫び声が聞こえ

る。ここ東伏見小学校西門を入ると、

左手に平屋の建物があり、そこがパソ

コン班の本部である。中に入ると、ス

タッフの方々が忙しそうに開講の準

備に追われている。教室が３か所あり

講座の内容により、各々分かれて授業

がはじまる。 

講師の会員が中央のスクリーンで

説明し、両サイドに補佐の会員が細か

いサポートに当たっている。講師も受

講生も真剣な眼差しで授業は進行す

る。休憩時間になると一転して、学生

生活を思い出しているかのように笑

顔で楽しそうに歓談をしている。メン

バーは現在 10 名で、受講生は年々増

加している。 

これからパソコンは日常生活の重

要な道具として利用されるものであ

り、ぜひ多くの方に、楽しさと便利さ

を体感してほしいとパソコン班の皆

さんは日々期待に胸を弾ませ頑張っ

ている。 

  （広報部会 小池記） 

 

た
ら
申
し
訳
な
い
で
は
す
ま
な
い
と
。
離
宮

の
観
賞
も
上
の
空
、
そ
ん
な
私
を
夫
は
ま
た

か
と
い
う
目
で
見
て
い
ま
し
た
。
修
学
院
離

宮
を
あ
と
に
し
て
、
ト
ボ
ト
ボ
と
バ
ス
停
に

向
か
う
道
す
が
ら
「
バ
ス
の
中
で
は
確
か
に

持
っ
て
い
た
の
に
」
と
ベ
ソ
を
か
く
と
、「
じ

ゃ
あ
バ
ス
の
中
に
忘
れ
た
の
だ
」
と
夫
。 

す
ぐ
に
京
都
駅
に
戻
り
、
案
内
所
で
聞
く

と
忘
れ
物
が
あ
る
と
の
こ
と
、
半
分
心
が
落

ち
着
き
ま
し
た
。
は
る
ば
る
忘
れ
物
を
受
け

取
り
に
車
庫
に
行
き
、
無
事
手
も
と
に
大
切

な
も
の
が
戻
っ
た
安
堵
感
。
す
ー
っ
と
肩
の

力
が
ぬ
け
て
、
あ
ー
よ
か
っ
た
と
首
を
す
く

め
て
苦
笑
し
ま
し
た
。
離
宮
の
あ
と
行
く
予

定
だ
っ
た
貴
船
神
社
は
あ
き
ら
め
る
こ
と
に

な
り
、
悪
い
こ
と
を
し
た
と
後
悔
し
て
い
る

と
夫
が
一
言
「
ま
た
来
年
く
れ
ば
い
い
。」
と

や
さ
し
い
言
葉
に
ほ
ろ
っ
と
し
て
帰
り
の
バ

ス
に
。
思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン
グ
で
予
期
せ
ぬ
市

内
観
光
が
で
き
る
な
ん
て
。
こ
れ
も
あ
り
か
、

ハ
ハ
ハ
‥
。
こ
れ
は
な
い
し
ょ
！ 

（ 

理
事 

藤
井 

郁
子 

） 

ね
ん
り
ん 
  

第
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安
全
就
業
の
重
要
性 

 
 

 
昨
年
10
月
に
、
安
全
管
理
委
員
会

担
当
と
な
っ
た
最
初
の
委
員
会
で
、

会
員
と
一
緒
に
傷
害
・
賠
償
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
と
宣
言
し
た

矢
先
の
当
月
末
、
連
続
３
件
の
傷
害

事
故
が
発
生
し
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
た
。 

事
故
分
析
を
し
、
再
発
防
止
策
を

シ
ル
バ
ー
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
し
ま
し

た
が
、
過
去
の
傷
害
事
故
と
類
似
し

た
も
の
で
、
１
人
就
業
中
、
自
転
車

に
よ
る
就
業
途
上
に
お
け
る
事
故
で

し
た
。「
安
全
心
得
10
カ
条
」
を
遵
守

し
、
「
帰
宅
す
る
ま
で
は
仕
事
の
う

ち
」
を
念
頭
に
安
全
就
業
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。 

会
員
の
健
康
維
持
、
安
全
就
業
は

会
員
自
身
や
家
族
の
幸
せ
の
た
め
、

セ
ン
タ
ー
事
業
の
維
持
と
発
展
の
た

め
に
も
必
要
で
あ
り
、
自
主
、
自
立

の
理
念
か
ら
も
会
員
が
自
ら
の
安
全

を
確
保
す
る
自
己
管
理
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
セ
ン
タ
ー
は

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
る
安
全
確
保
体

制
の
整
備
、
会
員
の
安
全
意
識
の
啓

発
と
安
全
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
安
全
管
理
委
員
会 

堀 

康
隆
） 

市報等配布就業者研修会の開催 
日 時 第 1回目 ５月 20日（火） 

    第２回目 ５月 27日（火） 

受 付 13時より、開 会 13時 30分（各回とも） 

会 場 保谷庁舎 ４Ｆ研修室 

対 象 配布者、拠点者、班長 

内 容 市報等配布事業について（全般） 

※各就業者は指定された日にご出席ください。 

※その他詳細については事務局からの案内書を

ご覧ください。 

 

事 業 実 施 状 況 

平成２６年 
２月分 

受託件数 
就業 
実人員 

契約金額  就業率 
（％） 合計 比率 前年同月比（％） 

公共事業 60  26,017,516 68.5 99.0 男 66.6 

民間事業等 277  11,958,750 31.5 91.6 女 70.9 

合 計 337 905 37,976,266 100.0 96.5 計 67.6 

平成２６年 

３月分 
受託件数 

就業 
実人員 

契約金額  就業率 
（％） 合計 比率 前年同月比（％） 

公共事業 52  27,868,182 61.5 106.3 男 67.3 

民間事業等 315  14,740,013 38.5 106.4 女 71.3 

合 計 367 899 42,608,195 100.0 106.3 計 68.6 

 

会  

員  

総  

数 

男 

性 
 
 
 

九
〇
八
名 

女 

性 
 
 
 

四
五
〇
名 

合 

計 
 

一
、
三
五
八
名 

（
４
月
25
日
現
在
） 

 

26
年
度
年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て 

 
会
員
会
費
規
定
に
よ
り
、
会
員
の
方
は
毎

年
７
月
末
ま
で
に
年
会
費
二
千
円
を
納
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

４
月
に
就
業
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
は
、
５

月
支
払
の
配
分
金
か
ら
天
引
き
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
未
就
業
の
会
員
は
お
手
数

で
も
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
ご
入
金
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

（
事 

務 

局
） 

配
分
金
の
振
込
み
日
は 

４
月
就
業
分  

５
月
15
日
（
木
） 

５
月
就
業
分 

６
月
16
日
（
月
） 

６
月
就
業
分 

７
月
15
日
（
火
） 

編 

集 

後 

記 

平
成
26
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
早
１
ヵ
月
半
、
新

し
い
「
シ
ル
バ
ー
西
東
京
」
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、
印
刷
だ
け
で
も
業

者
に
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
事
務
局
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
こ
れ
も
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
紙
面
変
更
は
一
大
決
心
で
、
先
輩
の
方
々

の
ご
苦
労
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
会
員
の
皆
様
に
分
り
易
く
親
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
紙
面
の
制
作
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

  
 
 
 

（
広
報
部
会
） 

田
無
駅
踏
切
見
守
り 

☆ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集 

☆ 

 
 

今
年
７
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
４
回
踏
切
ボ
ラ
ン 

 

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。 

 
 

各
地
域
の
班
長
さ
ん
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す
の
で
、 

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
） 

  

シニアのためのパソコン教室 

＊平成26年６-７月講座日程＊ 
講 座 名 開 催 日 申込期限 
実用講座 6月 19日、7月 17日各午後 10日前 
よろず相談
室 

6月 19日、7月 17日各午前 10日前 

無料講座 6月 5日(木)午後 1時～ 5月 26日 

入門講座 6月6･13･20･27日午前4回 5月 27日 

活用講座 6月6･13･20･27日午後 10日前 

ﾜｰﾄﾞ中級 6月3･10･17･24日午前4回 5月 23日 

ｴｸｾﾙ中級 6月3･10･17･24日午後4回 5月 23日 

無料講座 7月 3日(木)午後 1時～ 6月 23日 

入門講座 7月4･11･18･25日午前4回 6月 24日 

活用講座 7月4･11･18･25日午後 10日前 

ﾜｰﾄﾞ初級 7月1･8･15･22日午前4回 6月 20日 

ｴｸｾﾙ初級 7月1･8･15･22日午後4回 6月 20日 

（詳細は下記へ資料をご請求ください) 
宛先：西東京市シルバー人材センター パソコン班 
〒202-0013中町1-6-8 保谷東分庁舎内 ℡ 042-425-6611 

4月から「実用講座」及び「よろず相談室」(有料)を開
講いたしました。詳細、申し込み方法は下記ホームペー

ジ・パソコン教室をご覧ください。 
http://www.sjc.ne.jp/wtokyo1/P_pasokon.htm 

 


